
建
築
物
等

明

示

す

べ

き

事

項

木
造
の
建
築
物
又
は
木

造
と
木
造
以
外
の
構
造

と
を
併
用
す
る
建
築
物

の
木
造
の
構
造
部
分

各
階
の
張
り
間
方
向
及
び
け
た
行
方
向
の
壁
を
設
け
又
は
筋
か
い
を
入
れ
た
軸
組
の

水
平
力
に
対
す
る
耐
力
及
び
じ
ん

性
並
び
に
配
置
並
び
に
地
震
力
、
建
築
物
の
形
状
及

び
地
盤
の
種
類
を
考
慮
し
て
行
っ
た
各
階
の
当
該
方
向
の
耐
震
性
能
の
水
準
に
係
る

構
造
計
算

木
造
の
構
造
部
分
を
有

し
な
い
建
築
物
又
は
木

造
と
木
造
以
外
の
構
造

と
を
併
用
す
る
建
築
物

の
木
造
以
外
の
構
造
部

分

各
階
の
保
有
水
平
耐
力
及
び
各
階
の
じ
ん

性
、
各
階
の
形
状
特
性
、
地
震
の
地
域
に
お

け
る
特
性
並
び
に
建
築
物
の
振
動
特
性
を
考
慮
し
て
行
っ
た
各
階
の
耐
震
性
能
の
水

準
に
係
る
構
造
計
算
並
び
に
各
階
の
保
有
水
平
耐
力
、
各
階
の
形
状
特
性
、
当
該
階

が
支
え
る
固
定
荷
重
と
積
載
荷
重
と
の
和
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
八
十
六
条
第
二

項
た
だ
し
書
の
多
雪
区
域
に
お
い
て
は
、
更
に
積
雪
荷
重
を
加
え
た
も
の
）、
地
震

の
地
域
に
お
け
る
特
性
、
建
築
物
の
振
動
特
性
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数
の
建
築
物

の
高
さ
方
向
の
分
布
及
び
建
築
物
の
構
造
方
法
を
考
慮
し
て
行
っ
た
各
階
の
保
有
水

平
耐
力
の
水
準
に
係
る
構
造
計
算

平成™œ年˜—月 日 水曜日 (号外第™™—号)官 報
３

法
第
十
七
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計
画
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項

又
は
前
項
の
認
定
の
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
並
び
に
別
記
第
七
号
様
式
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
建
築

基
準
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基

づ
き
特
定
行
政
庁
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
行
政
庁
を
い
う
。
以
下
第
五
項
及
び
第
六

項
に
お
い
て
同
じ
。）が
規
則
で
同
法
第
六
条
第
一
項
の
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
当

該
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
第
八
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
第
四
号
」
に
、「
別
記
第
五
号
様
式
」
を
「
別

記
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
前
八
項
」
を
「
前
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同

条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
前
五
項
」
を
「
前
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
第
八
条
第
八
項
」
を
「
第
十
七
条
第
十
項
」
に
、「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

法
第
十
七
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計
画
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項

又
は
第
二
項
の
認
定
の
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
並
び
に
別
記
第
九
号
様
式
に
よ
る
正
本
及
び
副
本
に
、そ
れ
ぞ
れ
、

建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
、
同
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
同
法
第
六
条
第
一
項
の
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は

当
該
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
十
七
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計
画
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項

又
は
第
二
項
の
認
定
の
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
並
び
に
別
記
第
十
号
様
式
に
よ
る
正
本
及
び
副
本
に
、そ
れ
ぞ
れ
、

建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
を
、
同
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
が
規
則
で
同
法
第
六
条
第
一
項
の
申
請
書
に
添
え
る
べ
き
図
書
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は

当
該
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
中
「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
五
項
」
を
「
法
第
十

五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
別
記
第
一
号
様
式
」
を
「
別
記
第
四
号
様
式
」に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
十
六
条
を
加
え
る
。

（
令
第
二
条
第
二
十
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
物
）

第
一
条

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
十
二
号
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
利
用

を
確
保
す
る
こ
と
が
公
益
上
必
要
な
建
築
物
と
し
て
防
災
に
関
す
る
計
画
等
に
定
め
た
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
三
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
道
路
）

第
二
条

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
三
項
第
二
号
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
道
路
は
、
都
道
府
県
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
同
条
第
三
項
第

二
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
が
、
市
町
村
が
法
第
六
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
市
町
村
長
が
避
難
場
所
と
連
絡
す
る
道
路
そ
の
他
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
そ

の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
な
道
路
と
し
て
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
条

令
第
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
地
形
、
道
路
の
構
造
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
令
第
四
条
各

号
に
定
め
る
距
離
に
よ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
、
知
事
等
（
そ
の
敷
地
が
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進

計
画
に
係
る
道
路
に
接
す
る
建
築
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
計
画
道
路
沿
道
建
築
物
」
と
い
う
。）に

あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
を
い
い
、
そ
の
敷
地
が
市
町
村
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
係
る
道
路
に
接
す
る
建
築
物
（
都

道
府
県
計
画
道
路
沿
道
建
築
物
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
市
町
村
長
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
規
則
で
定
め

る
場
合
と
す
る
。

（
令
第
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
距
離
）

第
四
条

令
第
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
距
離
は
、
前
条
の
規
則
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
前
面
道
路
の
幅

員
が
十
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲
に
お
い
て
、
当
該
幅
員
が
十
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
と
き
は
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
囲
に
お
い
て
、
知
事
等
が
規
則
で
定
め
る
距
離
と
す
る
。

（
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
そ
の
結
果
の
報
告
）

第
五
条

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
耐
震
診
断
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す

る
。

一

一
級
建
築
士
（
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
を

い
う
。
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
二
級
建
築
士
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
二
級
建
築

士
を
い
う
。
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
木
造
建
築
士
（
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
木

造
建
築
士
を
い
う
。
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
者
に

限
る
。）で
あ
り
、か
つ
、耐
震
診
断
を
行
う
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ

て
、
次
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
木
造
の
構
造
部
分
を
有
す

る
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
あ
っ
て
は
木
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
、
鉄
骨
造
の
構
造
部
分
を
有
す
る
建
築
物
の
耐

震
診
断
に
あ
っ
て
は
鉄
骨
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
構
造
部
分
を
有
す
る
建
築
物
の

耐
震
診
断
に
あ
っ
て
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
構
造
部

分
を
有
す
る
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
あ
っ
て
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
、
木
造
、
鉄

骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
及
び
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
以
外
の
構
造
部
分
を
有
す
る
建
築
物
に
あ
っ
て

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
耐
震
診
断
資
格
者
講
習
に
限

る
。
以
下
「
登
録
資
格
者
講
習
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
者
（
建
築
士
法
第
三
条
第
一
項
、
第
三
条
の
二
第
一
項

又
は
第
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
又
は
同
法
第
三
条
の
二
第
三
項
（
同
法
第
三
条
の
三
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
規
定
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
行
わ
せ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
条
に
規
定
す
る
建
築
士
に
限
る
。
以
下
「
耐
震
診
断
資
格
者
」
と
い
う
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
者

２

前
項
の
耐
震
診
断
は
、
技
術
指
針
事
項
（
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
指
針
事
項
を
い
う
。）に
適
合
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

所
管
行
政
庁
が
規
則
に
よ
り
別
記
第
一
号
様
式
に
定
め
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
す
る
報
告
書
の
様
式
を
定
め

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
様
式
に
よ
る
報
告
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
前
項
の
報
告
書
に
、
耐
震
診
断
の
結
果
を
所
管
行
政
庁
が
適
切
で
あ
る
と
認

め
た
者
が
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
耐
震
診
断
の
結
果
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
所
管
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
書
類

を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

š


		2013-10-08T14:43:52+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




